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化
の
取
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
予
算
編
成
が
困
難
に
な

る
と
い
う
危
機
的
状
況
は
当
面
回
避
で
き

た
も
の
の
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
更
な
る
財
政

改
革
を
推
進
し
、
将
来
世
代
に
責
任
の
持

て
る
財
政
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
３
０
０
人
体
制
に
向
け
た

組
織
体
制
の
構
築
や
職
員
の
意
識
改
革
を

は
じ
め
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
充
実
や

市
民
参
画
の
推
進
等
、
行
政
改
革
を
積
極

的
に
推
進
し
、
効
率
的
で
透
明
性
の
あ
る

成
果
重
視
の
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
は
、
地
域
の
活
性
化
と
自

立
を
目
指
す
上
で
取
り
組
む
べ
き
最
大
の

課
題
で
す
。
本
市
の
持
つ
地
域
特
性
や
地

域
資
源
を
有
効
に
生
か
し
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
・
畜
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、

企
業
誘
致
の
促
進
や
既
存
企
業
の
振
興
、

観
光
振
興
な
ど
、
就
業
の
場
を
創
出
・
拡

　

私
は
、「
市
民
が
主
役
の
元
気
な
え
び

の
市
」
を
つ
く
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
政

治
信
条
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
実
現
の

た
め
に
、「
将
来
世
代
に
責
任
の
持
て
る

財
政
の
確
立
」、「
地
域
の
活
性
化
」、「
市

民
の
安
心
の
確
保
」の
三
大
目
標
を
掲
げ
、

市
政
推
進
に
あ
た
り
、
次
の
九
つ
の
具
体

的
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
①
行
財
政
改

革
と
透
明
性
の
高
い
市
政
の
推
進
、
②
産

業
の
振
興
、
③
保
健
・
福
祉
政
策
の
充
実
、

④
活
力
あ
る
市
政
の
構
築
、
⑤
住
み
よ
い

生
活
環
境
の
整
備
、⑥
教
育
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
⑦
防
衛
施
設
の
存
続
と
基
地

対
策
の
充
実
、
⑧
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
⑨
市
民
が
主
役
の
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

市
民
が
主
役
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
よ
り
簡
素
で
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
の
確
立
が
前
提

で
す
。
私
は
市
長
就
任
以
来
、
財
政
健
全

た
め
の
総
合
的
な
防
災
対
策
を
は
じ
め
、

感
染
症
対
策
、
家
畜
防
疫
対
策
な
ど
、
市

民
の
安
心
の
確
保
を
最
大
限
に
優
先
し

て
、
万
全
の
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
２
月
に
策
定
し
た
え
び
の
市

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基
づ
き
、
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
活
用
を
促
進
し
、
資

源
循
環
型
農
業
に
よ
る
安
心
安
全
な
農
畜

産
物
の
生
産
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
な
ど
、
自
然
・
環
境
に

配
慮
し
た
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

３
つ
の
防
衛
施
設
が
存
在
す
る
え
び
の

市
は
、
自
衛
隊
と
は
深
い
関
係
に
あ
り
ま

す
。
第
24
普
通
科
連
隊
・
え
び
の
駐
屯
地

の
存
続
増
強
に
向
け
た
取
組
み
を
昨
年
に

引
き
続
き
、
周
辺
市
町
と
と
も
に
強
力
に

展
開
す
る
な
ど
、
一
層
の
基
地
対
策
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
に
よ
る
市
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
地
区
座
談
会

の
開
催
な
ど
に
よ
る
市
民
と
の
情
報
の
共

有
、
市
民
・
企
業
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
環

霧
島
会
議
や
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
向

け
た
広
域
的
な
連
携
な
ど
、
引
き
続
き
積

極
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
を
念
頭
に
、
各
種
計

画
を
精
査
し
な
が
ら
市
政
を
推
進
し
、
小

さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る
「
市
民
が
主
役

の
元
気
な
え
び
の
市
」
を
目
指
し
て
、
市

民
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
新
し
い
組
織
機
構

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
行
政
改
革
と

財
政
改
革
、
土
地
改
良
事
業
と
営
農
、
市

道
と
農
道
お
よ
び
林
道
の
所
管
課
の
一
本

化
な
ど
、
課
の
統
廃
合
・
再
編
を
行
う
一

方
で
、
高
齢
者
関
連
業
務
を
ま
と
め
た
長

寿
介
護
課
を
新
設
し
、
柔
軟
で
機
動
的
・

効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。昨
年
、

職
員
と
地
域
住
民
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

深
め
る
た
め
、
地
区
担
当
職
員
制
度
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
行
政
事
務
連
絡
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
も
地
域
の
意
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
て
い
く

上
で
、
自
主
財
源
の
確
保
対
策
は
極
め
て

重
要
で
す
。市
税
の
課
税
に
あ
た
っ
て
は
、

適
正
・
公
正
な
課
税
を
行
い
、
滞
納
対
策

の
充
実
を
図
っ
て
、
収
納
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
公
共
料
金
の
収

納
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
、
平
成

22
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
経
済
対
策
や

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
必
要
と
判
断
し
た

予
算
は
、
計
上
に
努
め
ま
し
た
。
今
後
さ

ら
に
財
政
健
全
化
と
安
定
化
へ
努
力
を
重

ね
、
え
び
の
市
の
力
強
い
未
来
に
向
か
っ

て
、
着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮﨑道公えびの市長グリーンパークえびのの菜の花畑。

力
強
い
未
来
に
向
か
っ
て

着
実
に
前
進
し
て
い
き
ま
す

大
し
、
市
民
所
得
の
向
上
と
人
口
の
定
住

化
、
交
流
人
口
の
増
大
を
図
っ
て
、
市
内

経
済
の
活
性
化
と
地
域
振
興
に
努
め
ま

す
。
特
に
物
産
館
に
つ
い
て
は
、
南
九
州

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
関

連
企
業
の
工
場
見
学
や
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

え
び
の
の
集
客
波
及
効
果
を
最
大
限
に
活

用
し
、
関
係
機
関
と
の
強
力
な
連
携
と
市

民
参
画
で
、
地
域
産
業
の
新
た
な
発
展
の

起
爆
剤
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

加
速
す
る
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
す
る

た
め
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
高
齢
期
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
暮
ら

し
慣
れ
た
住
ま
い
で
、
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
保
持
・
増

進
を
図
り
、
地
域
福
祉
を
充
実
し
て
、
温

か
な
地
域
社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

火
災
、
風
水
害
、
地
震
等
に
対
応
す
る

３
月
議
会
の
開
会
初
日
、
宮
﨑
道
公
え
び
の
市
長
は
、

新
年
度
の
重
要
施
策
な
ど
を
ま
と
め
た
施
政
方
針
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

今
号
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

97
億
２
，
０
０
０
万
円
で
す
。
平

成
20
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る

と
、
３
億
３
，
０
０
０
万
円
の
増
、

率
に
し
て
３
・
５
％
の
増
額
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、
構

成
比
で
自
主
財
源
（
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
）
は
32
・
０
％
、

依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交
付

金
・
支
出
金
や
、
地
方
債
に
よ
る

財
源
）
は
68
・
０
％
と
な
っ
て
お

り
、
依
存
財
源
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
え
び
の
市
の
財
政

健
全
化
の
取
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

基
金
が
即
座
に
枯
渇
し
、
予
算
編

成
が
困
難
に
な
る
と
い
う
危
機
的

な
状
況
は
当
面
回
避
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
ま
す
。
今
後
も
更
な
る
財
政
改

革
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、「
将
来
世
代

に
責
任
の
持
て
る
財
政
の
確
立
」、

「
地
域
の
活
性
化
」、「
市
民
の
安

心
の
確
保
」
の
実
現
を
目
標
に
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
依
然
と

一
般
会
計
歳
入
歳
出
総
額
は
97
億
２
，
０
０
０
万
円

「
将
来
世
代
に
責
任
の
持
て
る
財
政
」

「
地
域
の
活
性
化
」

「
市
民
の
安
心
の
確
保
」の
実
現
を

■
無
線
放
送
設
置
事
業
費（
１
，

０
８
３
万
４
千
円
）
▽
無
線
放

送
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
に
係
る
設

計
委
託
料
。

■
就
労
継
続
支
援
事
業
費（
１
，

６
６
２
万
円
）
▽
障
害
者
自
立

支
援
法
改
正
に
伴
い
、
施
設
補

助
か
ら
就
労
補
助
の
新
体
系
へ

移
行
。

■
家
畜
飼
料
特
別
支
援
資
金
利

子
助
成
補
助
金
（
２
０
２
万
４

千
円
）
▽
家
畜
飼
料
高
騰
に
よ

り
畜
産
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い

る
畜
産
農
家
の
経
営
の
維
持
・

安
定
を
図
る
た
め
、
資
金
融
資

に
対
す
る
利
子
助
成
を
実
施
す

る
も
の
。

■
白
鳥
温
泉
下
湯
揚
水
水
中
ポ

ン
プ
計
装
工
事
（
３
８
０
万
５

千
円
）
▽
白
鳥
温
泉
下
湯
の
渇

水
期
対
策
と
し
て
新
水
源
を
確

保
す
る
も
の
。

■
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金

事
業
費
（
２
億
11
万
円
）
▽
地

域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
を
活

用
し
、
市
道
坂
元
苧
畑
線
、
市

道
え
び
の
中
央
線
を
整
備
す
る

も
の
。

■
定
住
促
進
住
宅
管
理
費（
４
，

７
１
２
万
９
千
円
）
▽
雇
用
促

進
住
宅
を
購
入
し
、
定
住
促
進

住
宅
と
し
て
多
様
な
入
居
利
用

が
可
能
な
管
理
運
営
を
行
う
も

の
。

■
Ａ
Ｌ
Ｔ
委
託
料
（
１
，
４
０

８
万
１
千
円
）
▽
平
成
21
年
度

か
ら
全
中
学
校
区
で
小
中（
高
）

一
貫
教
育
を
実
施
す
る
た
め
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
１
人
か
ら
３
人
に
増

員
す
る
も
の
。

■
小
学
校
耐
震
化
事
業
費
（
１

億
４
，
５
４
６
万
８
千
円
）
▽

加
久
藤
小
学
校
お
よ
び
真
幸
小

学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
化
お

よ
び
大
規
模
改
修
工
事
を
行
う

も
の
。

■
飯
野
地
区
公
民
館
建
設
事
業

費
（
６
，
４
６
５
万
１
千
円
）

▽
飯
野
地
区
公
民
館
建
設
事
業

費
（
防
衛
事
業
）。

平
成
21
年
度
の
主
な
事
業

し
て
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
を
踏

ま
え
つ
つ
、
財
政
健
全
化
を
進
め

な
が
ら
、
経
済
対
策
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
と
し
て
必
要
と
判
断
し
た
事

業
等
は
、
一
層
の
重
点
的
な
予
算

計
上
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
主
自
立
に
向
け
て
、
自
主
財

源
の
確
保
は
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
市
税
の
課
税
に

あ
た
っ
て
は
、
適
正
・
公
正
な
課

税
を
行
い
、
負
担
が
公
平
と
な
る

よ
う
に
、
今
以
上
に
滞
納
対
策
の

充
実
を
図
り
、
収
納
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
財
産
の

処
分
等
、
市
有
財
産
の
適
正
管
理

と
有
効
活
用
を
図
り
、
自
主
財
源

の
さ
ら
な
る
確
保
に
努
め
ま
す
。

■会計別予算の状況

■一般会計歳出（目的別）

会　　計 21年度 20 年度 増減率
国民健康保険特別会計 3,541,880 3,582,688 － 1.1％

後期高齢者医療特別会計 516,506 526,728 － 1.9％

老人保健特別会計 36,200 605,093 － 94.0％

介護保健特別会計 2,652,165 2,714,145 － 2.3％

観光特別会計 41,480 36,450 13.8％

水道事業会計 329,004 318,972 3.1％

病院事業会計 982,477 971,061 1.2％

単位：千円

科　　　　目 21年度
当初予算額

20年度
当初予算額 増減率

議　　会　　費 138,152 145,402 － 5.0％

総　　務　　費 1,362,855 1,254,421 8.6％

民　　生　　費 3,167,517 3,138,548 0.9％

衛　　生　　費 798,138 820,535 － 2.7％

労　　働　　費 11,413 8,923 27.9％

農林水産業費 594,750 605,466 － 1.8％

商　　工　　費 254,776 233,478 9.1％

土　　木　　費 689,750 510,109 35.2％

消　　防　　費 315,618 328,577 － 3.9％

教　　育　　費 910,515 822,268 10.7％

災　害　復　旧　費 121,377 122,813 － 1.2％

公　　債　　費 1,323,123 1,367,918 － 3.3％

予　　備　　費 32,016 31,542 1.5％

合　　　　計 9,720,000 9,390,000 3.5％

単位：千円

■市民一人あたりの予算額

※水道、病院事業の予算は収益的支出の額です。

※３月 31 日現在、住民基本台帳人口で算出。

１人あたり 427,723 円

１世帯あたり 964,477 円

◎
平
成
21
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
歳
入

地方税　1,817,167 千円（18.7％）

繰入金　727,837 千円（7.5％）

諸収入　276,082 千円（2.8％）
使用料及び手数料等　289,482 千円（3.0％）

地方交付税　3,682,670 千円（37.9％）

国庫支出金　1,262,812 千円（13.0％）

県支出金　616,446 千円（6.3％）

地方債　626,102 千円（6.4％）

地方譲与税等　421,402 千円（4.4％）

自
主
財
源
32.0％

依
存
財
源
68.0％

人件費　2,204,210 千円（22.7％）

一
般
会
計
歳
出
（
性
質
別
）

扶助費　1,752,648 千円（18.0％）

公債費　1,323,123 千円（13.6％）

普通建設事業費　912,021 千円（9.4％）

その他　3,431,972 千円（35.3％）

義
務
的
経
費
54.3％

そ
の
他
の
経
費
35.3％

・

投
資
的
経
費
10
・
４
％

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
財
政
課
財
政
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
８
１
・
３
８
２
）

い
っ
そ
う
の
厳
選

配
分
に
努
め
ま
し
た

災害復旧事業費　96,026 千円（1.0％）
・
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社
会
教
育
課
長

白し
ら
さ
か坂　

良り
ょ
う
じ二

公民館活動、生涯教育、文化・芸
術振興、文化財保存、生涯スポー
ツ振興、体育施設管理など

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

藤ふ
じ
し
ま嶋　

勉つ
と
む

選挙事務、直接請求、裁判員候補
者予定者名簿調製、検察審査員候
補者名簿調製など

建
設
課
長

下し

も

べ

っ

ぷ

別
府
　

敏と
し
の
り則

道路の認定・廃止、河川・砂防・市道・
林道・土木施設の維持管理、災害復
旧、用排水路の補修、農地保全など

長
寿
介
護
課
長

野の

ま間
　

教の
り
あ
き昭

高齢者の援護、福祉タクシー、介
護保険の認定・給付、介護予防、
地域支援事業など

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

西に

し

だ田
　

健け
ん

学校給食に関すること

監
査
委
員
事
務
局

下し
も
は
ら原　

龍り
ゅ
う
い
ち一

出納検査、決算審査、健全化判断
比率等審査、事務事業の監査、住
民監査など

福
祉
事
務
所
長

上か

み

か

せ

だ

加
世
田
　

た
ず
子

地域福祉、障害者の援護、ボラン
ティア、生活保護、児童・母子・
父子寡婦の援護、保育園など

環
境
業
務
課
長

向む
こ
う
は
ら原　

雄ゆ

う

じ二

廃棄物の収集・運搬・処理・軽量化・
資源化、廃棄物処理事業の許可な
ど

農
業
委
員
会
事
務
局
長

園そ

の

だ田
　

毅た
け
し

農地の売買・転用、農業委員会事務、
農業者年金など

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

木き

む

ら村
　

政ま
さ
か
ず一

公金の出納など

観
光
商
工
課
長

木き

む

ら村
　

哲て

つ

や也

観光振興、商工業振興、中小企業
対策、雇用・労働対策、企業誘致、
地場産業振興など

学
校
教
育
課
長

山や
ま
し
た下　

寿ひ

さ

お男

教育委員会、学校予算、教育行政
相談、児童生徒の就学・安全管理、
奨学金に関することなど

議
会
事
務
局
長

泊と
ま
り　

秀ひ
で
と
も智

議会事務に関すること

畜
産
農
林
課
長

菅す

が

た田
　

正ま
さ
ひ
ろ博

農業振興、畜産振興、市有林管理、
新規就農者・後継者育成、畑地かん
がい排水事業、土地改良事業など

市
民
課
長

松ま
つ
な
が永　

康や

す

じ二

戸籍、住民登録、印鑑登録、国民
年金、行政相談、消費生活、環境
保全、市営墓地、畜犬登録など

企
画
課
長

竹た
け
し
た下　

京き
ょ
う
い
ち一

秘書、総合計画、自衛隊、各種統計、
地域振興、国際交流、男女共同参画、
情報処理、広報・広聴など

飯
野
出
張
所
長

上う
え
ぞ
の園　

勝か

つ

お夫

戸籍、住民登録、印鑑登録、埋火葬・
改葬など飯野地区の行政事務に関
することなど

真
幸
出
張
所
長

上う

え

の野
　

修し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

戸籍、住民登録、印鑑登録、埋火葬・
改葬など真幸地区の行政事務に関
することなど

健
康
保
険
課
長

徳と
く
し
げ重　

順じ
ゅ
ん
こ子

国民健康保険および後期高齢者医
療の資格・給付、成人保健、母子
保健、感染症予防など

財
政
課
長

上か

み

か

せ

だ

加
世
田
　

章あ
き
ひ
と人

予算編成・統制、交付税、市債、
行政改革、財政分析など

財
産
管
理
課
長

若わ
か
ま
つ松　

秀し
ゅ
う
い
ち一

入札、市有財産の取得・管理・処分、
市有建築物の建設、住宅新築資金、
市営住宅の管理、庁舎管理など

税
務
課
長

堀ほ
り
か
わ川　

純じ
ゅ
ん
い
ち一

市税の賦課・徴収、税証明、固定
資産の評価、地籍調査など

総
務
課
長

坂さ
か
も
と本　

謙け

ん

た

ろ

う

太
郎

条例・規則、区長会、消防、防災、
交通安全、防犯、危機管理、人権、
職員管理など

教
育
長

萩は
ぎ
わ
ら原　

和か
ず
の
り範

「子どもだけではなく、大人も含め
て一人一人が輝く施策を進めてい
きたいと思います」

平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人
事

異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
市
三
役
や
各
課
事
務
局
長
、
新
規

採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
長

宮み
や
ざ
き﨑　

道み
ち
ひ
ろ公

「えびの市発展と活性化を目指して
この新体制でがんばりますので、
皆さんのご協力をお願いします」

副
市
長

柳や
な
ぎ
た田　

和か
ず
ゆ
き幸

「41 年の行政経験を生かして、市
民生活向上と行政サービスの向上
に向けてがんばります」

＊

市役所に来られた
方が気持ちよく
帰っていただける
ように笑顔の対応
を心がけ、一日で
も早く皆さんのお
役に立てるようき
ばります。

福祉事務所
（東川北区）

平成 21 年４月１日付けで、
次の３人がえびの市役所職
員として採用されました。
新規採用職員の皆さんに、
今後の抱負や意気込みを聞
いてみました。 ▼ ▼ ▼

新規採用職員を
紹介します ＊＊ 市

の
組
織
体
制

平成 21 年３月議会で、副市長に柳田和幸さんが承認さ
れました。４月１日に市役所本庁で行われた就任式で
柳田副市長は、「皆さんのお力添えをいただかないと市
政発展にはつながりません。皆さんとともにこれまで
の経験を生かしてがんばりたいと思います」と決意を
述べました。柳田副市長は市内榎田在住で、市職員時
代に総務課長や市立病院事務長、議会事務局長などを
歴任されました。任期は４年間です。

副市長に柳田和幸氏

水
道
課
長

平ひ

ら

の野
　

浩こ

う

じ二

水道事業会計事務、水道用水の供
給、水道施設の維持管理など

市
立
病
院
事
務
長

坂さ
か
も
と本　

健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

病院事業会計事務、外科、内科、
整形外科、放射線科、リハビリテー
ション科

山下 　政臣 内田 　唯

まだ分からないこ
とばかりですが、
少しずつでも勉強
して、市民の皆さ
んから質問された
ことにしっかり答
えられるようにが
んばりたいです。

税務課
（永山区）

山下 　靖浩

市民の皆さんが安
心して安全に生活
できるよう、先輩
を見習いながら一
日でも早く仕事を
覚えるようにがん
ばります。よろし
くお願いします。

建設課
（栗下区）

写
真
下
の
文
／
三
役
（
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
）
は
今
後
の
決
意
を
、
各
課
・
事
務
局
長
は
主
な
業
務
を
掲
載
。
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

04 03
５月 12日は民生委員・児童委員の日

地域福祉の推進役です
平成 21年度えびの市小・中学校教職員新任式

31 人の先生方がえびの市に
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■お問い合わせ先
市福祉事務所福祉係（内線 261・266）

■お問い合わせ先
市教育委員会学校教育課（内線 411・412）

　

平
成
21
年
度
え
び
の
市
小
・
中

学
校
教
職
員
新
任
式
が
、
４
月
10

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
、
新
た
に
え
び

の
市
の
教
職
員
と
な
っ
た
の
は
、

31
人
（
校
長
６
人
、
教
頭
２
人
、

教
諭
18
人
、
養
護
教
諭
２
人
、
事

務
主
査
お
よ
び
主
任
主
事
３
人
）

の
方
々
で
す
。

　

新
任
式
で
は
、
ま
ず
亀
澤
矗
幸

教
育
委
員
長
が
「
よ
う
こ
そ
え
び

の
市
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
え
び
の

市
の
教
育
は
先
生
方
お
一
人
お
一

人
の
豊
か
な
指
導
力
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
良
さ
を
十
分

に
生
か
し
、
え
び
の
の
教
育
に
新

風
を
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
宮
﨑
市
長
も

「
先
生
方
に
は
、
気
軽
に
自
由
に

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
え
び
の
市
を
助
け

る
つ
も
り
で
、
子
ど
も
た
ち
を
元

気
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
、
加

久
藤
小
学
校
の
外
村
正
人
校
長
が

「
豊
か
な
自
然
い
っ
ぱ
い
の
え
び

の
市
、
歴
史
と
伝
統
、
文
化
の
か

お
る
ま
ち
え
び
の
市
、
そ
し
て
人

情
味
あ
ふ
れ
る
え
び
の
市
に
勤
務

で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た

ち
を
え
び
の
市
の
宝
と
し
て
育
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
新
任
式
終
了

後
に
は
、
萩
原
教
育
長
の
講
話
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
え
び
の
市
の
教
職
員
と

な
っ
た
皆
さ
ん
、
え
び
の
の
子
ど

も
た
ち
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

何
か
地
域
の
た
め
に
で
き
な
い
か

と
、
同
委
員
の
皆
さ
ん
は
登
校
時

間
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
見
守

り
・
立
ち
番
を
実
施
し
ま
し
た
。

４
月
９
日
に
立
ち
番
に
あ
た
っ
た

迫
田
政
利
さ
ん
は
「
こ
の
立
ち
番

は
１
年
を
通
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
顔
を
覚

え
て
も
ら
い
、
い
つ
も
元
気
な
声

で
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。
と

て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、【
民
生
委
員
・
児
童

委
員
「
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し

た
思
い
や
り
」行
動
宣
言（
抜
粋
）】

を
紹
介
し
ま
す
。

①
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
ま
す
②
地
域
社
会
で
の
孤
立
・

孤
独
を
な
く
す
運
動
を
提
案
し
行

動
し
ま
す
③
児
童
虐
待
や
犯
罪
被

害
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
④
多
く
の
福
祉

課
題
を
抱
え
る
生
活
困
難
家
庭
に

粘
り
強
く
接
し
、
地
域
社
会
と
の

つ
な
ぎ
役
を
務
め
ま
す
⑤
日
ご
ろ

の
活
動
を
生
か
し
、
災
害
時
に
要

援
護
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
省
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、
福

祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た
り
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を

行
っ
た
り
し
ま
す
。
え
び
の
市
で

も
61
人
の
委
員
が
お
り
、
日
々
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
え

び
の
市
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

は
、
同
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
で
す
。
こ
の
日
を
前
に

立ち番にあたる同委員の迫田さん。新任教職員を代表してあいさつする外村校長。

災害時応急対策に関する応援協定締結

災害時に心強い味方です
市とえびの警察署が協定を締結

暴力団員の入居は許しません

■お問い合わせ先
市総務課防災対策係（内線 313・316）

■お問い合わせ先
市財産管理課住宅係（内線 343・344）

　
「
暴
力
団
員
に
よ
る
え
び
の
市

営
住
宅
、
え
び
の
市
小
集
落
改
良

住
宅
及お

よ

び
え
び
の
市
定
住
促
進
住

宅
の
使
用
制
限
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
式
が
、
４
月
１
日
、
市
役

所
本
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
と
え
び
の
警

察
署
が
連
携
し
て
、
暴
力
団
員
に

よ
る
市
営
住
宅
、
小
集
落
改
良
住

宅
、
定
住
促
進
住
宅
（
以
下
市
営

住
宅
等
）
の
使
用
を
制
限
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
協
定
書

で
は
、
市
営
住
宅
等
の
入
居
者
や

同
居
者
、
入
居
し
よ
う
と
す
る
者

が
暴
力
団
員
で
あ
る
か
ど
う
か

を
、
市
が
同
署
に
照
会
で
き
る
と

い
う
こ
と
、
市
が
暴
力
団
員
に
対

し
て
明
渡
訴
訟
を
提
起
す
る
際

に
、
市
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
は
、
訴
訟
対
象
者
が
暴
力
団
員

で
あ
る
と
の
立
証
責
任
を
負
う
と

い
う
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

締
結
式
で
宮
﨑
市
長
と
同
署
の

柏
田
和
彦
署
長
が
協
定
書
に
押

印
。
宮
﨑
市
長
は
、「
こ
の
協
定

を
も
と
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
柏
田
署
長
は
、「
協
定
を

結
ん
だ
こ
と
で
暴
力
団
排
除
と
い

う
強
い
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市

と
一
緒
に
な
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
・
安
全
の
確
保
が
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

今
後
さ
ら
に
え
び
の
警
察
署
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

林
支
部
は
、
災
害
応
急
対
策
に
必

要
な
電
気
設
備
等
の
復
旧
を
必
要

と
す
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、

市
の
協
力
要
請
に
応
じ
て
、
電
気

設
備
等
の
復
旧
を
実
施
し
ま
す
。

　

締
結
式
で
宮
﨑
市
長
は
、「
協

定
の
締
結
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
安
心
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

協
定
締
結
後
、
西
諸
地
区
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
の

木
田
正
美
理
事
長
は
、「
地
域
で

生
活
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
地
域
の
た
め
に
少
し
で
も
力

な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
協
定
を
締

結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
崎
県
電
業

協
会
小
林
支
部
の
赤
川
良
成
支
部

長
は
、「
よ
り
一
層
の
え
び
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
災
害
時
応
急
対
策
に
関
す
る

応
援
協
定
締
結
式
」
が
、
３
月
31

日
、
市
役
所
本
庁
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
と
西
諸
地
区
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
、

宮
崎
県
電
業
協
会
小
林
支
部
と
が

災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
を
結

ん
だ
も
の
で
す
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
西
諸
地

区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組

合
は
、
災
害
時
、
飲
料
水
を
除
く

生
活
用
水
お
よ
び
消
防
用
水
を
市

の
協
力
要
請
に
応
じ
て
供
給
し
ま

す
。
ま
た
、
宮
崎
県
電
業
協
会
小

協定締結後、握手を交わす関係者。協定締結後、握手を交わす市長（左）と柏田署長（右）。
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［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］
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田
の
神
ま
つ
り

●　
写
真
／
年
に
一
度
の
化
粧
直
し
を
さ
れ
る
末
永
地
区
の
田
の
神
さ
あ
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、「
切
り
干
し
大
根

の
酢
の
物
」
で
す
。

　

切
り
干
し
大
根
は
、
秋
の
終
わ
り
か
ら
冬

に
か
け
て
収
穫
し
た
大
根
を
細
切
り
に
し
、

広
げ
て
天
日
干
し
し
た
も
の
で
す
。
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
分
が
減
少
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
、
食
物
繊

維
な
ど
の
栄
養
分
が
、
生
に
比
べ
て
飛
躍
的

に
増
大
し
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
は
じ
め
と

す
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
い
た
め
、「
畑
の
い
り

こ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
溶

レ シ ピ

性
の
食
物
繊
維
が
豊
富
な
の
で
、
便
秘
予
防

に
効
果
的
で
、
食
物
繊
維
が
小
腸
や
大
腸
の

中
で
糖
の
吸
収
脱
着
に
よ
る
ス
ポ
ン
ジ
の
役

割
を
果
た
し
、
血
糖
値
の
調
整
を
し
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

乾
物
で
あ
る
の
で
、
常
温
で
の
保
存
も
可

能
で
す
が
、
夏
季
に
は
茶
色
く
変
色
し
て
し

ま
う
た
め
、
春
を
過
ぎ
た
ら
冷
蔵
庫
で
の
保

存
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

魚
と
の
相
性
も
ば
っ
ち
り
の
切
り
干
し
大

根
。
今
夜
の
お
か
ず
に
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

【開催日】平成 21年５月４日（月）　
　　　　　　化粧直し：午前８時ごろ～　神事：正午～

え
び
の
市
食
生
活
改
善
推
進
員

吉
永
郁
子
　

さ
ん

r e c i p e

【材料（４人分）】
●切り干し大根（20 ㌘）●ニン
ジン（30 ㌘）●キュウリ（40 ㌘）
●しらす干し（12 ㌘）●白炒りご
ま（大さじ１）●砂糖（小さじ２）
●酢（大さじ２）●薄口醤油（小
さじ２）●みりん（小さじ１）

【作り方】
❶切り干し大根は洗って戻し、３
㌢長さに切りゆでる❷ニンジン、
キュウリは千切りにし、ニンジン
はさっとゆでておく❸しらす干し
はさっと熱湯をかける❹粗くすっ
たごまを調味料と混ぜ、切り干し
大根、ニンジン、キュウリ、しら
す干しを加えて和える

えびの
四季彩色
Season　Color　of　Ebino

田の神まつり

【会場】末永地区の田の神さあ前
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自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 自 会治

大好きなパソコンの前で賞状を手にする満留くん。

「

◎
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
市
民
研
究
会
レ
ポ
ー
ト

松元國治さん、関田徳弘さん、阿部忠志さん。

　

市
内
65
の
自
治
公
民
館
で
は
、

住
民
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
各
公
民
館
長
を
中
心
に
、
明

る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が

協
力
し
て
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
や

年
中
行
事
や
世
代
間
交
流
に
努
め

た
り
、
学
習
会
を
行
っ
た
り
し

て
、
住
民
の
生
活
・
文
化
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
が
進
む
中
で
、
自

明るくて住みよい
地域づくりを
（平成 21 年度の社会教育指導員の紹介）

左から河野秀明さん、野間寛俊さん、

責務についての議論を始めよう
とした時、研究会であること

に気づきました。それは「行政や市
長の責務は多く出されたが、私たち
市民についての責務が少ないのでは
ないか」ということでした。そこで、
研究会では、「市民の責務」から議
論していくことにしました。
　そこで最初に出てきたことは、地
域の自治についての危機感でした。
地域自治の基本になる自治会活動を
再び活発にするため、まず区・分区
加入率を向上できないかということ
が、メンバーの共通の思いでした。
このようなことを踏まえて、次のよ
うな条文になりました。

　市民には、自治組織に加入する責
務があるのでしょうか。市は、地方
自治法により市の区域内に住所を有
する者はその市の住民だと規定され
ています。また、予算を確保するた
め、地方税法により税を徴収するこ
とができます。しかし、自治会（区・
分区）はそれらの根拠がないため、
法的にはあくまで任意の団体という
ことになります。また、予算につい
ても、あくまで任意に集めなければ

　みんなでつくろう！　えびの市の「憲法」

治
公
民
館
活
動
も
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
自
治
公
民
館
活

動
は
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
づ

く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
公
民
館
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
、
と
も
に
学
び
、
と

も
に
連
携
し
て
地
域
を
も
り
立
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

教
育
委
員
会
に
は
、
各
自
治
公

民
館
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
公

民
館
活
動
の
情
報
提
供
や
指
導
を

行
う
公
民
館
担
当
の
社
会
教
育
指

導
員
と
、
家
庭
教
育
学
級
や
家
庭

教
育
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
担
当

す
る
社
会
教
育
指
導
員
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
何
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
飯
野
地
区
＝
阿
部
忠
志
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
33
‐
０
０
３
０

◎
上
江
地
区
＝
関
田
徳
弘
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
33
‐
５
７
９
９

◎
加
久
藤
地
区
＝
松
元
國
治
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
２
２
６
８

◎
真
幸
地
区
＝
野
間
寛
俊
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
37
‐
３
２
２
１

◎
家
庭
教
育
相
談
窓
口
＝
河
野
秀

明
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
２
２
６
８

（市民の役割と責務）
第○条　市民は、地域づくりの主役である
ことを認識し、地域を自らの努力によって
治めるため、居住する地域の自治組織に加
入し、協力・協働して主体的に活動する責
務を負う。

活
動
に
関
す
る
相
談
は

社
会
教
育
指
導
員
ま
で
。

なりません。法に規定がないものを
強制加入させることは、憲法の趣旨
に反するのではないかという議論に
なりました。しかし、地域における
自治会の活動は、みんなの生活に密
着しており、とても大切な役割を
担っていることから、地域という自
治の基本になる面で、自治会への加
入は最低限必要なのではないかとい
う議論にもなりました。これらを踏
まえ、次のような条文になりました。

（市民の役割と責務）
第○条　市民は、まちづくりの主役である
ことを認識し、居住する地域の自治組織に
加入し、協力して主体的に活動することに
より、地域を自らの努力によって治める責
務を果たすものとする。
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え び の の ひ と

長野　満留くん

風
景
の
写
真
を
撮
る
の
が
大

好
き
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
も

大
好
き
で
す
」
と
話
す
の
は
、
宮

崎
県
立
都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校

小
林
校
の
小
学
部
に
通
う
長
野
満

留
く
ん（
駅
前
区
）で
す
。同
校
は
、

平
成
17
年
４
月
に
小
林
市
立
東
方

小
学
校
に
小
学
部
が
、
同
市
東
方

中
学
校
に
中
学
部
が
開
校
し
ま
し

た
。
同
校
に
は
、
西
諸
地
域
の
市

町
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
・

生
徒
17
人
が
通
っ
て
い
ま
す
。
自

立
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ
の
子

に
合
っ
た
学
習
計
画
で
授
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。２
年
後
に
は
、

宮
崎
県
立
小
林
高
校
内
に
、
高
等

部
が
開
校
し
ま
す
。

　

満
留
く
ん
は
、
第
15
回
全
国
特

別
支
援
学
校
文
化
祭
写
真
部
門
で

見
事
に
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
作
品
は
、
同
校
校
庭
に

あ
る
タ
イ
ヤ
で
で
き
た
遊
具
を
、

下
か
ら
見
上
げ
る
よ
う
に
撮
影
し

た
も
の
。
満
留
く
ん
は
「
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
撮
る
の
が
楽
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
同
校
の
運
動
会
を
一
度
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
の

ふ
れ
あ
う
姿
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
母
の
妙
子
さ
ん
。
同

校
は
、
東
方
小
・
中
学
校
と
合
同

で
運
動
会
を
行
っ
て
お
り
、
支
援

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
東
方
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
ふ
れ

あ
っ
て
い
る
姿
は
、
と
て
も
自
然

で
、
大
人
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
部

風景を撮るのが大好き
まだまだたくさん撮りたい

分
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
、

好
き
な
道
に
進
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
と
願
う
妙
子
さ
ん
。
満

留
く
ん
は
、
ほ
か
の
子
の
面
倒
を

見
る
な
ど
、
今
で
は
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夢
に
向

か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

ながの・みつる／ 11 歳／駅前区／宮
崎県立都城きりしま支援学校小林校小
学部６年生／デジカメでの撮影のほか、
パソコンやゲームが大好き。

Mituru　Nagano
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平
成
20
年
度
宮
崎
県
農
産
園
芸
特
産

物
総
合
表
彰
式
が
２
月
に
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
ピ
ー
マ
ン
部
会
が
、
野

菜
共
進
会
集
団
の
部
で
、
見
事
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
省

生
産
局
長
賞
、宮
崎
県
経
済
連
会
長
賞
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
連
会
長
賞
も
同
時
受
賞
す

る
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
、
部
会
員
や
関
係
機
関
が
参

加
し
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
川
崎
部
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
宮
﨑
市
長
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市

中
村
組
合
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
部

会
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
の
ピ
ー
マ
ン
生

産
振
興
に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

小
林
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
が
、
３

月
27
日
、
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、３
月
24
日
に
行
わ
れ
た「
え

び
の
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
」
で
集
ま
っ
た
募
金
を
贈
っ
た

も
の
で
、
少
し
で
も
地
域
の
福
祉
に
役

に
立
て
れ
ば
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。
同

大
会
に
は
、
市
民
約
50
人
が
参
加
し
、

皆
さ
ん
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
山
下
勉
社
長
は
、「
今

回
初
め
て
寄
付
を
し
ま
し
た
。
少
し
で

も
福
祉
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
継
続
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

春
の
「
地
域
安
全
・
交
通
安
全
」
運

動
決
起
集
会
が
、
４
月
２
日
、
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。。
こ
れ

は
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
な
い
安
心
し

て
生
活
で
き
る
え
び
の
市
を
目
指
そ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
31
団
体
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
今
春
、
小
学
校
に
入
学

し
た
児
童
代
表
５
人
、
中
学
校
に
入
学

し
た
生
徒
代
表
２
人
に
、
西
諸
地
区
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
や
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
、
防
犯
ブ

ザ
ー
や
交
通
事
故
防
止
マ
ス
コ
ッ
ト
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん
ば

ろ
う
三
唱
を
行
い
、
地
域
安
全
・
交
通

安
全
に
向
け
て
団
結
を
固
め
ま
し
た
。

貴重な寄付金は社会福祉のために役立てます。

ＪＡえびの市ピーマン部会の皆さんと関係者。

防犯ブザーや交通安全グッズの贈呈を受ける新一年生。

　

平
成
21
年
度
え
び
の
市
消
防
団
入
退

団
式
が
、
４
月
５
日
、
永
山
河
川
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
た
に

29
人
が
消
防
団
に
加
入
し
ま
し
た
。
新

入
団
員
を
代
表
し
て
、
鬼
塚
健
志
さ
ん

が
「
良
心
に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の

職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
29
人
の
方
々
が
消
防
団
を
退

団
。
退
団
者
に
対
し
て
、
市
長
や
消
防

団
長
か
ら
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、各
部
に
消
防
用
ホ
ー
ス（
積

載
車
＝
４
本
、
ポ
ン
プ
車
＝
６
本
）
と

か
け
や
１
本
を
整
備
。
さ
ら
な
る
消
防

団
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会

定
例
総
会
が
、４
月
３
日
、霧
島
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、環
霧
島

会
議
構
成
市
町
の
首
長
や
議
会
議
長
な

ど
が
参
加
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向

け
た
取
組
み
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
の
岩
松
暉

先
生
に
よ
る
講
演
会
も
開
催
さ
れ
、
岩

松
先
生
は
、「
官
・
民
・
学
を
含
む
住
民

主
体
の
持
続
可
能
な
運
営
組
織
、
そ
し

て
見
学
会
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
教
育
活

動
も
必
要
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
で
は
、
４
月
26
日
（
日
）

の
午
後
４
時
か
ら
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

えびの消防署職員から基本的動作を教わる新入団員の皆さん。

ジオパークについて講演する岩松先生。

　

韓
国
岳
山
開
き
が
、
４
月
12
日
、
韓

国
岳
登
山
口
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の
登

山
愛
好
家
な
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

山
開
き
で
は
、
神
事
で
シ
ー
ズ
ン

中
の
登
山
客
の
安
全
を
祈
願
。
先
着

２
０
０
人
に
、
市
内
３
か
所
の
温
泉
に

そ
れ
ぞ
れ
１
回
ず
つ
無
料
で
入
浴
す
る

こ
と
が
で
き
る
温
泉
入
浴
手
形
と
コ

カ
・
コ
ー
ラ
商
品
飲
料
水
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
登
山
愛
好
家
の
皆
さ
ん
は
、

え
び
の
高
原
の
自
然
や
景
色
を
満
喫
し

な
が
ら
登
っ
て
い
ま
し
た
。頂
上
で
は
、

記
念
撮
影
を
し
た
り
お
弁
当
を
食
べ
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

自然を満喫しながら登山を楽しむ皆さん。

　

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
と
交
通

事
故
防
止
の
つ
ど
い
が
、
４
月
７
日
、

真
幸
地
区
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
え
び
の
警
察
署
地
域
安
全
対

策
協
議
会
と
京
町
駐
在
所
連
絡
協
議
会

が
行
っ
た
も
の
。
警
察
署
員
に
よ
る
振

り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
と
交
通
事
故
防

止
の
講
和
や
、
交
通
安
全
協
会
職
員
に

よ
る
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

真
幸
保
育
園
と
な
か
よ
し
保
育
園
の
園

児
も
鼓
笛
隊
と
し
て
参
加
し
、
つ
ど
い

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
の
大
城
戸
留
夫
会
長
は
、「
関

係
機
関
と
連
携
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
運
動
を
強
化
し
た

い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。真幸保育園となかよし保育園の園児も鼓笛隊として参加。

社
会
福
祉
に
役
立
て
て

え
び
の
の
ピ
ー
マ
ン
高
評
価

地
域
・
交
通
安
全
に
向
け
て

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て

新
た
に
29
人
が
消
防
団
員
に

市
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る

登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
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i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

額と合計所得金額の合計が 80
万円を超える方＝ 53,436 円
◎第６段階の方：本人が住民税
課税で、合計所得金額が 200
万円未満の方＝ 66,795 円
◎第７段階の方：本人が住民税
課税で、合計所得金額が 200
万円以上の方＝ 80,154 円
※本人非課税・世帯課税の場合、
これまでは一律第４段階でした
が、今期は本人の収入に応じた
保険料を設定できるように細分
化を行いました。
※平成 17 年度の税制改正の影
響による、介護保険料激変緩和
措置は平成 20 年度で終了しま
した。
■お問い合わせ先
市長寿介護課介護保険係
（内線 287・289）

　霧島連山を囲む７市町で構成
する「環霧島会議」の第４回目
の会合が開催されます。今回は
広域連携をテーマに、総務省の
基調講演やパネルディスカッシ
ョンも併せて開催されますの
で、ぜひ、ご来場ください。なお、
当日は、宮崎・鹿児島両県知事
の出席も予定されています。

【日時】平成21年５月19日（火）
午後０時 40 分～

【会場】高原町総合保健福祉セ
ンター　ほほえみ館
■お問い合わせ先
市企画課振興係
（内線 321・322）

　感電事故防止のため、次のこ
とに注意してください。
◎クレーン作業等の際は、電線
に触れないように注意する。
◎鯉のぼりを揚げる際は、電線

に触れない場所を選ぶ。
◎釣りの際にも、周囲の電線の
状況を確認して、釣り糸がかか
らないように注意する。
※電線にひっかかったものを竹
竿などで取るのは感電事故や停
電の原因になりますので、もし、
電線にふれたり、絡まった際に
は、最寄りの九州電力にご連絡
ください。
■お問い合わせ先
九州電力（株）都城営業所
☎ 0120‐986‐705

　（社）宮崎県シルバー人材セ
ンター連合会では、高齢者の雇
用就業につなげるため、下記の
とおり剪定・庭管理講習を行い
ます。

【開催期間】平成 21 年６月８
日（月）～６月 19 日（金）※
土日を除く 10 日間

【会場】小林市黒仁田公民館他

【定員】20 人※定員を超えた
場合は抽選となります。

【対象】県内在住の求職者でお
おむね 60 歳台前半層の方

【申込期限】平成 21 年５月 22
日（金）までに必着

【申込方法】受講申込書に必要
事項を記入の上、（社）宮崎県
シルバー人材センター連合会に
郵送か FAX で送ってください。
■申込み・お問い合わせ先
〒 880‐0051 宮崎市江平西 1‐
３‐６第８丸三ビル 831 号
（社）宮崎県シルバー人材セン
ター連合会　
☎ 0985‐31‐3775
FAX0985‐31‐3776

　第 22 回全国スポーツ・レク
リエーション祭が、今年は宮崎
県で開催されます。えびの市で
は、永山運動公園でターゲット・
バードゴルフ競技が平成 21 年

人事異動のお知らせ

３月の活動状況 火災 2件 年計 5件
［えびの消防署管内］ 救急 68 件 年計 189 件

　４月１日付けの人事異動で職員が変わりました。
◎着任＝内之倉薫署長（小林市出身）、山下正成係長
（えびの市出身）、下原誠係長（えびの市出身）、徳永
洋幸係長（野尻町出身）　～よろしくお願いします～
◎離任＝山内幸男署長（中央署へ）、山崎良勝係長（中
央署へ）、前原泰典主任（中央署へ）、梅田祐貴係員
（高原分遣所へ）、福村幸太郎係員（中央署へ）、原田
亮太係員（中央署へ）　～お世話になりました～

　今年に入り火災が５件（建物２件）発生しています。
火気を取り扱う場合は、万全の消火準備と十分な注
意をお願いします。

３月の交通事故 人身 6件 年計 27 件
　発生状況 物件 20件 年計 56 件

　３月 28 日から、高速道路の利用料金が ETC 装着
車に限り土・日・祝日限定で 1,000 円乗り放題となり、
交通量が増加しているようです。
　高速道路では、単独事故でも同乗者が車外に放出
されて死亡する例が多く、シートベルト着用が重要
視されています。
　昨年６月１日から、全席シートベルト着用が法律
で義務化されています。高速道路に限らず、同乗車
の安全を確保する上でも、必ず全席シートベルト着
用を心がけましょう。

全席シートベルトの着用を！

　市では、定額給付金の支給に
あわせ、市内の消費拡大と経済
振興の目的で販売価格の１割分
のプレミアムが付いた商品券補
助事業に取り組みます。

【販売価格】１セット 10,000
円（1,000 円券× 11 枚）

【販売場所】◎えびの市商工会
［販売期間：平成 21 年４月 22
日（水）～平成 21 年 10 月 21

（水）］　◎えびの市役所飯野出
張所・真幸出張所［販売期間：
平成 21 年４月 22 日（水）～
平成 21 年６月 19 日（金）］

【販売時間】午前 10 時～午後
３時

【有効期限】平成 21 年 10 月
21 日（水）まで

【注意事項】①商品券購入には、
えびの市の「定額給付金交付決
定通知書」が必要です。②土・日・
祝日の販売はいたしません。③
商品券購入は１世帯１回限りの
購入となります。④定額給付金
の支給限度額（万円単位）を超
えての購入はできません。
■お問い合わせ先
市観光商工課企業誘致・商工振
興室（内線 333・334）
えびの市商工会
☎ 0984‐35‐1544

　平成 21 年４月１日から、国
民健康保険はり・きゅう・マッ
サージ等施設利用回数が、年
72 回から年 24 回に変更とな
りました。これは後期高齢者医
療制度はり・きゅう・マッサー
ジ等施術利用の回数と合わせた
ものです。ご理解とご協力をよ
ろしくお願いいたします。
■お問い合わせ先
市健康保険課医療保険係
（内線 273）

　第４期介護保険事業計画の見
直しに伴い、平成 21 年度から
介護保険料が変わりました。
　介護保険は、健全な運営を確
保するため、３年ごとに介護保
険事業計画の見直しを行ってい
ます。平成 12 年度にスタート
した介護保険制度ですが、現在
では介護を社会全体で支えるし
くみとして定着し、サービスの
利用者や利用増は増え続けてい
ることから、保険料は今期も増
額の改定となりました。

【平成 21 年度の介護保険料】
◎第１段階の方：生活保護受給
者・老齢福祉年金の受給者（住
民税非課税世帯）＝ 26,718 円
◎第２段階の方：世帯員全員が
住民税非課税で、課税年金収入
額と合計所得金額の合計が 80
万円以下の方＝ 26,718 円
◎第３段階の方：世帯員全員が
住民税非課税世帯で、第２段階
に該当しない方＝ 40,077 円
◎第４段階の方：本人は住民税
非課税で、世帯内に住民税課税
者がいる場合に、課税年金収入
額と合計所得金額の合計が 80
万円以下の方＝ 48,092 円
◎第５段階の方：本人は住民税
非課税で、世帯内に住民税課税
者がいる場合に、課税年金収入

・お知らせ・
市内の消費拡大と
経済振興のために

プレミアム付商品券補助事業

10 月 18 日（日）、19 日（月）
の２日間開催されます。全国
から約 250 人の選手が集まり、
熱戦を繰り広げます。皆さんの
ご協力をよろしくお願いいたし
ます。
■お問い合わせ先
市社会教育課市民体育係
☎ 0984‐35‐2268

　さわやかフェスタ in グリー
ンパークえびのが下記のとおり
開催されます。多数、お越しく
ださい。

【開催日時】平成 21 年５月５
日（火）、６日（水）の午前 10
時～午後４時

【会場】グリーンパークえびの
【内容】青空フリーマーケッ
ト、物産品販売コーナー、カヌ
ー試乗体験、無料映画上映会、
NEW スポーツコーナーなど
■お問い合わせ先
グリーンパークえびのイベント
事務局　☎ 0984‐25‐4255

・募　　集・
高齢者の雇用就業
につなげるために

剪定・庭管理講習受講生募集 ・イベント・
えびの市はターゲット・バ
ードゴルフ競技の会場です
第22回全国スポーツ・レクリエーション祭

市民の皆さんのご理解
ご協力をお願いします

はり・きゅう・マッサージ利用回数変更

環霧島会議は県境を越え
て広域連携を目指します
環霧島会議シンポジウム

保険料は今期も増額
の改定となりました
介護保険料改定のお知らせ

鯉のぼりを揚げる時など
は電線に十分気を付けて

九州電力からのお願い

家族で色んなイベン
トを楽しみませんか

さわやかフェスタ inグリーンパークえびの
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女 共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

口腔の健康をないがしろにすると、口臭が
ひどくなる、食べ物がおいしく感じられ

ない、食べ物が噛みにくい・飲み込みにくい、
誤
ごえんせ い は い え ん

嚥性肺炎の感染症を起こしやすくなるなど、
「口の寝たきり」は口の問題だけではなく、や
がて生活全般の質を損なうことにつながる場合
があります。
◎こんな人は「口の寝たきり」予備軍です
　歯磨きをしない、固い物を食べない、人と話
す機会がない、よくむせる、歯垢や舌苔（舌に
ついた白い汚れ）がたくさん付いている、口の
乾きが気になるなど、思い当たることはありま
せんか。こんな人は「口の寝たきり」予備軍です。
◎口腔機能を向上させるために
１. 口腔体操をやってみましょう・・・①口を
閉じたまま、ほおを膨らませたり、すぼめたり
する②口を大きく開けて、舌を出したり引っ込
めたりする③舌を出して、上下左右に動かす④

気に笑
って

健康
え び の

『　こんな感じ　』
群ようこ／著

慢性的な体調不良、体型の変化、親の
健康問題などままならい日々。でも、

まあいいか。顔を合わせると「はぁ～、何
だかねぇ」とため息つきつつ苦笑い。自分
の人生引き受けて 50 年になる大人な女３
人は、ぼやきつつもクールで、時々過激な
日常を綴っています。そんな３人のもとに
パワフルな野良猫むくちゃんがやってきま
す。笑えて心にしみる連作小説です。

（冬幻舎）

　
　
　

柔
道
着
姿
り
り
し
き
孫
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
風
に
負
け
ず
背
を
伸
ば
し
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
町
区　

山
下
千
代
子

　

幼
い
孫
が
寒
い
朝
で
も
道
着
姿
で
武
術
の
稽
古
に
勇
ん
で
出
て
行
く
の
を
見
送
る

祖
母
の
心
が
詠
ま
れ
た
、
家
族
愛
・
絆
の
よ
く
表
れ
た
歌
で
あ
る
。

　

爽
や
か
な
若
葉
の
季
節
と
な
り
、
心
や
さ
し
い
日
本
語
を
一
緒
に
勉
強
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
短
歌
愛
好
家
の
方
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
　
（
評　

竹
下
妙
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

物
の
怪
も
浮
か
れ
出
た
る
や
花
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
区　

石
坂
伊
左
郎

　

花
見
の
席
で
は
皆
浮
か
れ
て
歌
や
踊
り
が
飛
び
出
し
ま
す
。
物
の
怪
も
浮
か
れ
て

う
っ
か
り
人
の
輪
に
入
っ
て
居
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

や
が
て
花
も
散
っ
て
葉
桜
と
な
り
、
短
い
宴
は
終
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　

春
だ
ね
ェ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野
麓
区　

と
も
き
よ
や
す
こ

幼
な
子
た
ち
が
し
き
り
に

「
春
だ
ね
ェ
～　

春
だ
ね
ェ
～
」
と

集
ま
っ
て
来
て
連
発
し
て
い
る

お
や
っ
〃

そ
の
視
線
の
先
に
は
可
愛
い
つ
く
し
ん
ぼ
が

い
っ
ぱ
い

な
ん
て　

こ
の
子
ら
は
詩
人
な
ん
だ
ろ
う

と
感
激
も
つ
か
の
間

大
人
が
つ
く
し
ん
ぼ
を
見
つ
け
て
は

春
だ
ね
ェ
～
と
云
う
の
で

土
筆
の
名
前
が
「
春
だ
ね
ェ
～
」
と
い
う

誤
解
な
の
で
し
た

組織機構の見直しによって、広報紙の作成を企画課情報
係ですることになりました。今年度も私（楠元）が担

当しますので、１年間よろしくお願いいたします。さて、
４月 12 日の山開きの取材を兼ねて、韓国岳登山に挑戦しま
した。頂上まで登るのは久しぶりで、頂上で見ることがで
きる絶景への期待と、体力の不安を抱えながら登りました。
ほかの登山客と会話やあいさつを交わしながら、とても楽
しく登ることができました。やっと頂上に着くと、次第に
白い霧が・・・。思うような写真が撮れなかったので、再
度挑戦してみようと思います。　　　　　　　　　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

口を閉じて、口の中で舌を上下左右に動かす
２. 口腔の手入れ・・・①毎食後、必ず歯を磨
きましょう②義歯ははずして磨く③時には舌の
掃除もする④定期的に歯科医院に行く
◎口の健康に効果的なこと
１. しっかりよく噛んで食べる・・・筋肉が鍛
えられ、噛む機能、飲み込む機能が高まります。
だ液がよく出るようになると、消化が助けられ、
また、口の中もきれいになります。噛むことで
脳が活性化して認知症予防につながります。
２．おしゃべりをする・・・おしゃべりをする
ことは、舌、唇、ほお、のどなどのよい運動に
なります。
３．歌うことや、早口言葉・・・歌うことは話
すこと以上に口の運動になります。
　「口の寝たきり」を防ぎ、おいしく食べて、
楽しくおしゃべりをして、いきいきとした毎日
を送りましょう。
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今月の
納税

■萩原保健師（長寿介護課）「口の寝たきり」を防ぎましょう

『私が考える男女共同参画』

固定資産税　第１期
４月 30日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,135 人（－ 131 人）
　女性／ 11,552 人（－ 141 人）
　合計／ 21,687 人（－ 272 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,018 世帯（－ 102 世帯）

（平成 21年４月１日現在）

転入／ 166 人
転出／ 417 人
出生／ 12 人
死亡／ 33 人

などのあらゆるステージで、男女の格差が解消さ
れ、個性や能力が十分に発揮できる。②方針決定
過程へ男女が対等に参画して、活力のある経営を
行う。
　地域社会では、①男性が地区の役員をするなど
の性別役割分担の習慣やしきたりにとらわれず、
一人一人がお互いの行動や考え方を尊重する。②
性別や世代を超えた交流を通して、連帯感やボラ
ンティア意識の向上が図られ、明るく住みよい地
域づくりを進める。
　私なりに、家庭・学校・職場・地域社会につい
て、男女共同参画の視点で考えてみました。性別
や年齢に関係なく、お互いの個性と能力を尊重し、
認めたうえで、協力し合っていけるように努めて
いこうと思います。

男女共同参画について考
えてみました。

　家庭では、①掃除・洗濯・
炊事・育児・介護などあら
ゆる場面で家族全員が協力
して分担する。②子育てに
ついても、女の子、男の子
といった性別によって育て方を区分せず、子ど
もの自主性と個性を大切に育てる。
　学校では、①「女らしさ」、「男らしさ」とい
った性別による固定観念を持たずに、子どもの
自主性と個性を尊重した教育が行われる。②授
業やさまざまな活動を通して、男女がお互いを
尊重する意識を育てる。
　職場では、①採用や配置、昇進や賃金、退職

小野和浩さん
（中島区）
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Furusato-sanpo

れ
て
い
ま
す
。
今
も
香
華
の
絶
え
間
は

な
い
と
い
う
戦
国
時
代
の
悲
恋
物
語
で

す
。
こ
の
伝
説
の
人
「
小
少
将
」
は
古

文
書
に
よ
る
と
飯
野
郷
原
田
の
出
身
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
詳

し
い
と
こ
ろ
ま
で
は
不
明
で
す
。
し
か

し
、
朝
稲
家
屋
敷
内
に
は
「
小
少
将
の

碑
」
が
昭
和
四
八
年
四
月
八
日
に
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
祖
代
々
か
ら
「
小

少
将
様
」
と
称
す
る
墓
石
が
あ
り
、「
コ

ジ
ュ
ソ
様
」と
唱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
事
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
戒
め
ら
れ
て
き
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど

四
〇
〇
年
目
に
あ
た
る
年
に
そ
の
霊
を

慰
め
る
た
め
、
正
式
に
「
小
少
将
碑
」

を
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
島
津
藩
北
郷
一
雲
斉
入
道
時

久
公
の
侍
女
に
小
少
将
と
い
う

美
女
が
い
た
そ
う
で
す
。
小
少
将
は
天

性
美
貌
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
の
で
、
城

中
の
若
侍
た
ち
の
憧
れ
の
的
で
し
た
。

　

秋
の
深
ま
る
こ
ろ
、
城
中
で
毎
年
恒

例
の
蹴け

ま
り鞠

の
宴
が
催
さ
れ
、
そ
れ
に
参

加
し
て
い
た
桑く

わ
や
ま
ぎ
ょ
う
ぶ
し
ょ
う
し
ょ
う
ち
か
も
と

山
刑
部
少
輔
親
基
は
小

少
将
と
出
会
い
ま
す
。
次
第
に
二
人
の

仲
は
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
城
内
の

南
隅
に
一
本
の
老
松
が
あ
り
、
そ
こ
が

二
人
の
密
会
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
小
少
将
が
忍
び
会
え
る
夜
は
、
あ

ら
か
じ
め
松
の
下
枝
に
白
い
小
布
を
結

ん
で
合
図
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
松

の
こ
と
を
後
に
「
布
懸
け
の
松
」
と
呼

ば
れ
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
の
初
め
に
松
食
い
虫
の
被

害
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

時
は
天
正
元
年
八
月
七
日
の
夜
、
二

人
は
城
を
抜
け
出
し
ま
す
。
当
時
、
城

内
で
恋
愛
は
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、

罰
則
に
処
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
城
主

時
久
公
は
家
来
に
「
天
長
寺
に
行
っ
て

和
尚
に
足
止
め
の
祈
祷
を
行
え
」
と
命

令
し
た
そ
う
で
す
。
桑
山
刑
部
少
輔
親

基
と
小
少
将
の
二
人
は
道
に
迷
い
、
同

じ
所
に
七
回
も
出
て
き
て
、
ど
う
し
て

も
先
に
進
め
な
く
な
り
ま
し
た
。
二
人

は
観
念
し
て
自
害
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

二
人
の
墓
は
、
鹿
児
島
県
曽
於
市
財

部
町
七
村
地
区
の
一
番
高
い
丘
に
葬
ら

飯野出張所近くにある小少将碑。

布
懸
松
の
伝
説
と
小こ

じ

ゅ

そ

少
将
の
碑
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